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顕
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田
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佐
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弘
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長
沢

達
也

以
上

５
名
で
の
視
察
を
行
っ
た
。
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甲
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＜
報
告
事
項
目
次

＞

視
察
日
程
：

2
0
1
8
年

8
月
6
日
（水
）
～
8
日
（金
）

1
、
行
政
視
察
地
と
視
察
概
略

視
察
地

視
察
要
旨

2
、
行
政
視
察
報
告
３
箇
所

（１
）
神
奈
川
県
横
浜
市
行
政
視
察
報
告

（２
）
秋
田
県
藤
里
町
行
政
視
察
報
告

（３
）
福
島
県
会
津
若
松
市
行
政
視
察
報
告
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田
県
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島
県
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視
察
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告

甲
府
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会

１
、
行
政
視
察
行
程
、
視
察
地
と
視
察
概
略

8
月
6
日

視
察
地
：
（
１
）
神
奈
川
県

横
浜
市

（
人
口
：
H
3
0
.
4
月
現
在

3
,
7
3
3
,
0
8
4
人
）

視
察
要
旨
：
「
横
浜
市
民
病
院
導
入
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ナ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

（
Ｐ
Ｎ
Ｓ
）
」

8
月
7
日

視
察
地
：
（
２
）
秋
田
県
藤
里
町

（
人
口
：
H
3
0
.
4
月
現
在

3
,
6
6
2
人
）

視
察
要
旨
：
「
引
き
こ
も
り
支
援
を
通
じ
た
地
域
福
祉
の
構
築
、
藤
里
式
。

藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
」

8
月
8
日

視
察
地
：
（
３
）
福
島
県
会
津
若
松
市

（
人
口
：
H
3
0
.
4
月
現
在

1
2
0
,
9
5
6
人
）

視
察
要
旨
：
「
会
津
若
松
市
議
会
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
」
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（
1
）
神
奈
川
県
横
浜
市
行
政
視
察
報
告

「
横
浜
市
民
病
院
導
入
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
ナ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

（
Ｐ
Ｎ
Ｓ
）
」

２
、
行
政
視
察
報
告
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派
公
明
党
神
奈
川
県
・秋
田
県
・福
島
県
行
政
視
察
報
告

甲
府
市
議
会

横
浜
市
立
市
民
病
院
の
P
N
S
に
つ
い
て
。
２
交
代
制
の
検
討
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な

取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
現
場
の
声
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

正
し
い
シ
ス
テ
ム
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
外
部
監
査
を
受
け
、
「
患
者
さ
ん
最
優
先
」
を
目
指
し
、
ム
リ
、
ム
ダ
、
ム
ラ
の

排
除
で
高
効
率
の
看
護
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
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＜
公
明
党
市
議
団

＞

＜
お
世
話
に
な
っ
た
職
員
の
方
々

＞
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横
浜
市
民
病
院
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ナ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
担
当
の
副
看
護
部
長
さ
ん
か
ら
ご
教
示

を
頂
い
た
。

福
井
大
学
付
属
病
院
で
全
国
初
め
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ナ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
(以
下
Ｐ
Ｎ
Ｓ
）
が
導
入
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
２
人
の
看
護
師
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
互
い
の
特
性
を
活
か
し
、
相
互
間
で
補
完
し
助
け
合
う
看
護
方
式
で

あ
る
。

今
ま
で
は
１
人
の
看
護
師
で
複
数
の
患
者
を
受
け
持
ち
、
病
状
観
察
や
経
過
記
録
な
ど
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
看
護
師
の
経
験
年
数
や
ス
キ
ル
、
現
場
の
状
況
変
化
に
よ
っ
て
は
個
々
の
業
務
量
の
差
異
が
顕
著
に
表
れ
、

「
自
己
完
結
型
」
に
成
ら
ざ
る
を
得
な
い
問
題
点
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
要
因
で
早
出
残
業
勤
務
が
多
く
な
り
個
人
に
負

荷
が
掛
か
る
こ
と
で
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
発
生
も
少
な
く
な
い
状
況
と
言
わ
れ
て
い
る
。
先
の
通
り
大
き
な

過
負
荷
が
常
に

あ
る
様
な
状
況
が
日
常
的
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
辞
め
て
し
ま
う
若
い
看
護
師
も
多
い
。

こ
の
様
な
現
場
で
の
大
き
な
過
負
荷
を
除
去
す
る
為
に
Ｐ
Ｎ
Ｓ
が
考
案
さ
れ
て
お
り
、
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
看
護

方
式
で
あ
る
。
横
浜
市
民
病
院
の
Ｐ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
１
年
を
通
じ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
看
護
師
が
各
々
の
希
望

で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
び
、
決
定
す
る
。
毎
日
の
看
護
業
務
は
元
よ
り
、
病
棟
内
で
の
係
や
全
て
の
行
動
を
共
に
し
、
そ
の

結
果
責
任
は
共
有
さ
れ
て
い
る
。

精
度
の
高
い
仕
事
の
実
現
、
効
率
化
と
共
に
、
副
次
的
効
果
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
決
定
を
看
護
師
が
行
う
こ
と
で
、
経

験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
の
看
護
師
も
、
後
輩
か
ら
選
ば
れ
る
看
護
師
と
な
れ
る
よ
う
、
日
々
の
緊
張
感
を
も
っ
て
看
護
に
あ
た

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
後
輩
の
看
護
師
、
経
験
が
少
な
い
若
い
看
護
師
に
と
っ
て
は
経
験
豊
富
な
先
輩
と
共
に
居
る
こ
と

で
、
ス
キ
ル
を
磨
く
う
え
で
は
、
能
力
の
高
い
先
輩
に
つ
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
っ
た
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
方
式
で
あ

る
。横
浜
市
民
病
院
導
入
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

ナ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｎ
Ｓ
）
」

（１
）
神
奈
川
県
横
浜
市
行
政
視
察
報
告
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し
か
し
横
浜
病
院
で
も
、
Ｐ
Ｎ
Ｓ
導
入
段
階
で
は
相
当
な
不
平
や
不
満
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
２
人
で

１
組
だ
と
、
担
当
す
る
患
者
数
は
当
然
こ
れ
ま
で
よ
り
倍
増
、
之
と
共
に
後
輩
を
育
て
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
指
導
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
増
に
も
至
っ
た
。
ま
た
教
え
ら
れ
る
側
の
後
輩
看
護
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
輩
を
見
比
べ
る
と
、

人
に
よ
っ
て
や
り
方
が
違
う
の
で
や
り
に
く
い
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
た
。

し
か
し
Ｐ
Ｎ
Ｓ
が
現
在
で
の
現
場
の
生
産
性
や
ム
ダ
の
排
除
と
言
っ
た
観
点
で
あ
る
こ
と
を
現
場
で
能
く
話
し
合
い
、
皆
と

共
に
確
認
し
て
い
っ
た
。
更
に
本
来
あ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
理
念
を
強
調
し
、
上
下
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
対
等

な
関
係
の
も
と
で
協
調
・
協
働
し
て
い
く
基
本
理
念
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
補
完
し
合
う
関
係
」
で
あ
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
確
認
し

合
っ
た
。

補
完
し
合
う
関
係
と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
た
時
に
は
、
様
々
な
効
果
が
現
れ
て
い
る
。
特
に
１
人
の
患
者
さ
ん
を
２
人

で
同
時
に
看
護
す
る
業
務
の
分
担
は
、
例
え
ば
一
人
が
観
察
し
て
も
う
一
人
が
そ
の
場
で
記
録
を
Ｐ
Ｃ
に
入
力
す
る
と
い
う

こ
と
で
驚
く
ほ
ど
効
率
的
な
事
務
処
理
が
実
現
す
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
自
覚
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
事
務
処
理
に

追
わ
れ
て
必
然
的
に
残
業
が
多
く
な
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
状
況
が
、
分
業
で
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。

ま
た
何
よ
り
一
番
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
複
数
の
目
で
の
確
認
に
よ
り
、
ム
リ
、
ム
ラ
、
ム
ダ
に
よ
る
ミ
ス
の
防
止
が
飛
躍
的
に

上
が
り
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
減
少
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
発
生
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
若
手
看
護
師
の
離
職
率
も
改
善
さ

れ
、
市
民
病
院
で
働
き
た
い
と
い
う
看
護
師
も
増
え
て
き
そ
う
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

病
院
で
は
看
護
師
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
必
要
な
３
要
素
に
、
「尊
重
」
「
信
頼
」
「
慮
る
」
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
具
体
的
な
心
の
持
ち
よ
う
と
し
て
、
「自
立
・
自
助
の
心
」
「
与
え
る
心
」
「
複
眼
の
心
」
を
徹
底
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
対
等
な
立
場
で
補
完
し
合
う
と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ナ
ー
シ
ン
グ
・シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｎ
Ｓ
）
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
決
め
ご
と
と
し
て
手
順
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
外
部
監
査
を
導

入
、
医
療
品
質
の
向
上
も
併
せ
て
常
に
目
指
さ
れ
、
推
進
さ
れ
て
い
る
。
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＜
ま
と
め

＞
・
精
度
の
高
い
仕
事
の
実
現
、
効
率
化
。
パ
ー
ト
ナ
ー
決
定
を
看
護
師
同
士
が
行
う
こ
と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
も
、
後
輩
か

ら
選
ば
れ
る
看
護
師
と
な
れ
る
よ
う
緊
張
感
を
も
つ
。
ま
た
後
輩
看
護
師
に
と
っ
て
は
経
験
豊
富
な
先
輩
と
共
に
居
る
こ
と
で
、

ス
キ
ル
を
磨
く
こ
と
が
可
能
と
い
っ
た
、
双
方
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
方
式
。

・
Ｐ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
本
来
あ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
理
念
で
、
上
下
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
対
等
な
関
係
の
も
と
で
協

調
・
協
働
し
て
い
く
基
本
理
念
と
「
補
完
し
合
う
関
係
」
で
あ
る
こ
と
。

・
補
完
し
合
う
関
係
が
浸
透
し
て
、
１
人
の
患
者
さ
ん
を
２
人
で
同
時
に
看
護
す
る
業
務
分
担
は
、
分
業
で
飛
躍
的
に
改
善
さ

れ
た
。
何
よ
り
一
番
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
複
数
の
目
の
確
認
で
、
ム
リ
、
ム
ラ
、
ム
ダ
に
よ
る
ミ
ス
の
防
止
が
飛
躍
的
に
上

が
り
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
減
少
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
発
生
の
減
少
を
実
感
。

・
看
護
師
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
必
要
な
３
要
素
「
尊
重
」
「
信
頼
」
「
慮
る
」
。
具
体
的
な
心
の
持
ち
よ
う
と
し
て

「
自
立
・
自
助
の
心
」
「
与
え
る
心
」
「
複
眼
の
心
」
を
徹
底
し
て
い
る
。

正
し
い
シ
ス
テ
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
上
で
、
外
部
監
査
を
受

け
、
患
者
さ
ん
最
優
先
を
目
指
し
、
ム
リ
、
ム
ダ
、
ム
ラ
の
排
除
で
、

生
産
性
の
高
い
、
高
効
率
の
看
護
に
つ
い
て
学
べ
た
。

＜
視
察
を
終
え
て
の
所
感

＞

本
市
、
市
立
甲
府
病
院
で
も
現
在
試
行
病
棟
が
あ
る
。
一
部
で
は
、
横
浜
と
同
じ
く
負
担
増

を
心
配
す
る
声
も
あ
る
と
聞
い
い
て
い
る
が
、
本
来
の
趣
旨
を
正
し
く
理
解
で
き
れ
ば
、
そ
の
メ
リ

ッ
ト
は
計
り
知
れ
な
い
。

看
護
の
現
場
が
こ
う
し
た
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
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（
２
）
秋
田
県
藤
里
町
視
察
報
告

「
引
き
こ
も
り
支
援
を
通
じ
た
地
域
福
祉

の
構
築
、
藤
里
式
。
社
会
福
祉
協
議
会
」
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行
政
視
察
２
日
目
は
秋
田
県
藤
里
町
。
引
き
こ
も
り
者
及
び
長
期
不
就
労
者
及
び
在
宅
障
害
者
等
支
援
事
業
に

つ
い
て
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
拠
点
「
こ
み
っ
と
」
に
て
支
援
を
受
け
た
若
者
の
多
く
が
自
立
し
て
、
町
を
支
え
る

存
在
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
若
者
の
パ
ワ
ー
の
存
在
意
義
は
大
き
い
。
支
援
が
必
要
な
人
も
、
決
し
て
支
援
さ
れ
っ
ぱ

な
し
で
は
な
く
、
自
ら
も
支
援
す
る
側
に
な
っ
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い
。
『
福
祉
「
で
」
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
践
。
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＜
白
神
ま
い
た
け
キ
ッ
シ
ュ
は
全
国
発
送
も
し
て
い
る
＞

＜
全
員
で
記
念
撮
影

＞

＜
運
営
財
源
と
さ
れ
て
い
る
「白
神
舞
茸
キ
ッ
シ
ュ
」
は
美
味
し
い
＞

＜
お
世
話
に
な
っ
た
職
員
の
菊
池
さ
ん

＞
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藤
里
式
と
言
わ
れ
る
、
こ
の
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

同
協
会
会
長
の
菊
池
さ
ん
は
、
お
忙
し
く
こ
の
日
も
全
国
を
飛
び
回
っ
て
お
り
、
お
忙
し
い
日
々
と
伺
っ
て
い
る
。

山
梨
県
で
も
県
立
大
学
で
ご
講
演
さ
れ
、
こ
の
時
も
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
が
、
何
時
か
は
現
地
を
訪
ね
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
実
現
で
き
た
。

視
察
当
日
は
、
こ
の
藤
里
方
式
の
支
援
拠
点
で

使
わ
れ
て
い
る
「
こ
み
っ
と
」
で
行
わ
れ
、

元
事
務
局
長
の
菊
地
さ
ん
と
、
現
場
を
持
っ
て
い
る

生
活
支
援
員
の
市
川
さ
ん
か
ら
、
「
地
域
福
祉
の

可
能
性
」
と
題
し
た
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
説
明
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

今
で
こ
そ
「
藤
里
方
式
」
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る

取
り
組
み
も
、
原
点
は
昭
和
５
５
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
秋
田
県
の
「
１
人
の
不
幸
も
見
逃
さ
な
い
運
動
」

と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
と
い
う
。

(右
図
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
仕
組
み
と
特
徴
」を

参
照
）

ひ
と
り
の
要
援
護
者
に
対
し
て
、
地
域
の

あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源
を
活
用
し
て
か
か
わ
っ
て
い
く
事
に
よ
り
、
問
題
の
発
見
と
支
援
の
提
供
を
円
滑
に
行
う
狙
い
が
あ
る
。

要
援
護
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

「
引
き
こ
も
り
支
援
を
通
じ
た
地
域
福
祉
の
構
築
、
藤
里
方
式
。

秋
田
県
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
」

（２
）秋
田
県
藤
里
町
行
政
視
察
報
告
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本
市
の
「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
と
し
て
も
同
様
の
取
り
組
み
が
社
協
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
に
存
在
す

る
人
的
資
源
を
始
め
と
し
て
、
全
て
の
制
度
や
あ
ら
ゆ
る
地
域
力
を
連
携
連
動
さ
せ
、
手
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
要
援

護
者
の
状
態
、
必
要
な
支
援
方
法
等
を

素
早
く
ニ
ー
ズ
の
キ
ャ
ッ
チ
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。

援
助
を
必
要
と
す
る
要
援
護
者
を
不
幸
な

状
態
の
ま
ま
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
理
念
が
町
村

ま
で
も
浸
透
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、

秋
田
県
が
長
ら
く
抱
え
て
い
る
不
幸
な
課
題
を

何
と
し
て
も
解
決
し
た
い
と
い
う
、
強
い
意
思
の

表
れ
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
藤
里
方
式
と
い
わ
れ
る

「
藤
里
町
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

（
右
図
「
藤
里
町
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
フ
ロ
ー
図

）
藤
里
方
式
は
、
「福
祉
ニ
ー
ズ
の
キ
ャ
ッ
チ
」
を

起
点
と
し
て
、
全
て
の
制
度
や
あ
ら
ゆ
る

地
域
力
を
連
携
連
動
さ
せ
「公
私
の
サ
ポ
ー
ト
」

を
展
開
・
実
施
さ
れ
た
「
サ
ー
ビ
ス
評
価
」
を

企
画
、
提
言
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
回
し
て
、

誰
１
人
も
見
逃
さ
な
い
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
点
で
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
「要
援
護
者
の
た
め
」
と
い
う
目
標
、
達
成

感
、
帰
着
点
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
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次
に
、
藤
里
町
に
お
け
る
具
体
的
な
現
状
と
、
引
き
こ
も
り
対
策
を
門
田
主
任
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
伺
っ
た
。

「
引
き
こ
も
り
と
言
わ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
は
殆
ど
が
、
居
心
地
が
良
い
家
に
居
た
い
だ
け
、
実
は
彼
ら
が
困
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
親
御
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
」
と
の
言
葉
に
は
、

本
市
で
の
市
民
相
談
や
当
事
者
に
聞
い
た
な
か
で
予
想
を
し
て
い
た
が

少
な
か
ら
ず
驚
い
た
。

引
き
こ
も
り
の
現
状
と
し
て
は
、
引
き
こ
も
り
家
庭
を
訪
問
し
た
時
に
、

普
通
に
出
て
き
た
の
が
、
引
き
こ
も
り
当
事
者
だ
っ
た
。
部
屋
に
カ
ギ
を

か
け
薄
暗
い
な
か
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
若
者
を
想
像
し
て
い
た
が
間
違
い

に
気
付
い
た
。
家
か
ら
外
に
出
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
行
き
場
所
が
な
い
こ
と

が
現
状
で
有
っ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
福
祉
拠
点
「
こ
み
っ
と
」
が
誕
生

し
た
。
し
か
し
色
々
な
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
用
意

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
が
集
ま
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

あ
る
時
に
若
者
の
一
言
で
気
が
付
く
、
「
自
分
に
合
っ
た
働
く
場
所
が

欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
こ
こ
で
初
め
て
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
出
さ
ず
、

一
方
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
や
り
方
を
反
省
し
て
次
に
繋
げ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
「
こ
み
っ
と
」に
就
労
支
援
の
場
を
つ
く
り
、
当
初
は
引
き
こ
も
り

当
事
者
の
た
め
の
場
の
提
供
だ
っ
た
の
を
昇
華
さ
せ
、
今
で
は
地
域
の

高
齢
者
等
に
も
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
自
立
訓
練
の
た
め
の
施
設
、
く
ま
げ
ら
館
を
隣
接
地
に
オ
ー
プ
ン
、

さ
ら
に
き
め
細
か
い
支
援
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
（右
図
、
藤
里
町

「
く
ま
げ
ら
館
」
）
こ
う
し
た
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
か
っ
て
引
き
こ
も
り
当
事
者
だ
っ
た
若
者
を
一
般
就
労
に
繋
げ
る
こ
と
を
実

現
し
た
り
、
ま
た
若
者
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
希
望
す
る
者
を
人
材
バ
ン
ク
と
し
て
登
録
し
、
雇
用
の
場
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
社
協
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
ト
ー
タ
ル
な
」
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
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＜
閑
話
休
題

k
a
n
n
w
a
 
k
y
u
d
a
i
 
N
o
1
＞

世
界
遺
産
白
神
の
山
々
の
麓
に
位
置
す
る
、

藤
里
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
山
の
幸
が

ふ
ん
だ
ん
に
味
わ
え
る
ワ
ン
コ
イ
ン
で
の
昼
食
を

頂
い
た
。
素
朴
の
な
か
に
も
山
の
活
力
が
取
り
込
め
る

様
な
、
元
気
の
出
る
美
味
し
い
食
事
、
本
当
に

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
！
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＜
ま
と
め

＞
・
か
っ
て
引
き
こ
も
り
当
事
者
だ
っ
た
若
者
を
一
般
就
労
に
繋
げ
る
こ
と
を
実
現
し
た
り
、
ま
た
若
者
か
ら

高
齢
者
に
至
る
ま
で
希
望
す
る
者
を
人
材
バ
ン
ク
と
し
て
登
録
し
、
雇
用
の
場
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
社
協

と
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
ト
ー
タ
ル
な
」
取
り
組
み
で
あ
る
。

・
「
雇
用
の
創
出
」
は
地
域
づ
く
り
、
地
域
お
こ
し
の
世
界
で
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
自
分
の
足

で
立
ち
、
自
分
の
力
で
生
き
て
い
く
。
足
り
な
い
部
分
に
支
援
を
入
れ
て
い
く
。
藤
里
町
社
協
が
福
祉
で

ま
ち
づ
く
り
と
訴
え
て
き
た
こ
と
は
、
今
新
た
な
展
開
で
地
方
創
生
の
面
で
一
石
を
投
じ
て
い
る
。

・
幼
児
か
ら
高
齢
者
、
ま
た
障
害
を
抱
え
て
い
る
方
が
普
段
の
営
み
を
行
っ
て
い
る
社
会
、
そ
の
暮
ら
し
を

そ
こ
に
い
る
地
域
力
の
支
え
合
い
で
可
能
に
で
き
る
。
福
祉
と
い
う
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
を
ツ
ー

ル
と
し
た
共
生
社
会
の
実
現
。

支
援
が
必
要
な
人
も
、
支
援
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
な
く
、
支
援
す
る

側
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
『
福
祉
「
で
」
ま
ち
づ
く
り
』
の
好
例
。

＜
視
察
を
終
え
て
の
所
感

＞

地
域
ぐ
る
み
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
引
き
こ
も
り
当
事
者
へ
の
就
労
支
援
を
行
う
迄
に
発
展
さ
せ

た
地
域
力
は
目
を
見
張
る
。
更
に
高
齢
者
へ
の
就
労
支
援
を
契
機
に
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

施
策
へ
も
転
換
さ
せ
て
い
っ
た
。
当
に
ト
ー
タ
ル
な
「
福
祉
‶
で
”
ま
ち
づ
く
り
」
を
具
現
化
で

き
た
、
評
価
の
高
い
政
策
だ
と
思
え
た
。
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府
市
議
会

（
３
）
福
島
県
会
津
若
松
市
視
察
報
告

「
会
津
若
松
市
議
会
の

議
会
改
革
の
取
り
組
み
」
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視
察
最
終
日
は
、
議
会
改
革
先
進
市
で
あ
る
会
津
若
松
に
て
議
会
政
策
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
。
早
稲
田
大
学
で
開

催
の
全
国
地
方
議
会
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
8
で
登
壇
さ
れ
て
い
た
目
黒
議
長
さ
ん
に
も
冒
頭
ご
出
席
を
頂
い
た
。

重
要
な
こ
と
は
合
議
体
議
会
と
し
て
、
政
策
で
の
執
行
部
と
の
機
関
競
争
で
増
進
す
る
住
民
福
祉
向
上
に
他
な
ら

な
い
こ
と
を
改
め
て
再
確
認
で
き
た
。
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＜
会
津
若
松
議
会
議
場

＞
＜

全
員
で
記
念
撮
影

＞

＜
会
津
若
松
市
役
所
全
景

＞
＜

お
世
話
に
な
っ
た
目
黒
議
長
さ
ん

＞
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議
会
は
二
元
的
代
表
制
の
片
翼
を
担
い
、
首
長
執
行
部
と
の
善
政
競
争
で
機
関
競
争
主
義
（
両
者
が
政
策
で
、
ど
ち

ら
が
住
民
福
祉
向
上
に
寄
与
で
き
て
い
る
か
競
争
し
あ
う
）
で
住
民
福
祉
向
上
が
成
さ
れ
て
い
る
か
が
、
住
民
主
権
者
に

は
重
要
で
あ
る
。

現
状
の
議
会
は
市
民
に
対
し
「
議
会
の
結
論
」
を
説
明

す
る
と
い
う
よ
り
「議
員
個
人
の
結
論
」
を
、
お
知
ら
せ
す
る

だ
け
で
は
「
議
会
」
が
組
織
体
で
あ
る
と
い
う
本
来
の
姿
が
、

な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
市
民
か
ら
も
「
議
会
で
、
ま
と

ま
っ
た
論
議
や
議
決
が
で
き
て
い
る
の
か
？
」
や
、
「全
体
の

姿
が
見
え
て
こ
な
い
」
と
の
ご
指
摘
を
戴
く
こ
と
に
繋
が
っ
て

し
ま
い
、
「
議
論
が
活
発
に
さ
れ
て
い
る
実
態
が
見
え
て

こ
な
い
」
と
「
議
会
と
議
員
と
は
？
」
と
問
わ
れ
る
事
が
多
い

も
の
で
す
。

市
政
に
関
す
る
提
言
や
提
案
に
つ
い
て
、
現
状
の
議
員

個
人
対
当
局
の
や
り
取
り
で
は
、
提
案
者
に
対
す
る
質
疑
の

域
を
出
な
い
事
で
あ
る
と
共
に
、
議
会
全
体
の
「活
発
な
議
員
間
の
議
論
・討
論
」が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
活
性
化

さ
れ
て
い
る
姿
が
表
に
際
立
っ
て
見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
場
合
「
議
論
が
活
発
に
さ
れ
て
い
る
実
態
が
見
え
て
こ
な

い
」
と
、
住
民
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

会
津
若
松
議
会
の
取
組
は
「機
関
」
と
し
て
の
議
会
の
役
割
を
見
出
し
、
現
在
全
国
の
議
会
が
新
た
な
改
革
の
方
向
性

と
し
て
目
指
す
「議
会
改
革
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
」と
い
わ
れ
る
新
た
な
議
会
改
革
の
姿
へ
と
全
国
議
会
を
牽
引
し
て
い
る
。

「
会
津
若
松
市
議
会
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
」

（３
）福
島
県
会
津
若
松
市
行
政
視
察
報
告
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ま
た
会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
市
民
意
見
の
聴
取
を
起
点
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
練
り
上
げ
た
政
策
を
議
会
全
体
で
討
議

す
る
。
こ
れ
を
議
会
全
体
の
意
思
と
し
て
、
１
期

4
年
間
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
回
し
て
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
会
津
若
松
議
会
で
は
「
議
会
か
ら
の

政
策
サ
イ
ク
ル
」を
使
っ
て
政
策
を
立
案
、
実
現
へ
と

推
進
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
で
重
要
な
こ
と
は
、
「
市
民
と
の
意
見

交
換
会
」
、
そ
こ
で
い
た
だ
い
た
意
見
か
ら
政
策

課
題
を
見
出
す
機
関
で
あ
る
「
広
報
公
聴
委
員
会
」
、

集
約
さ
れ
た
政
策
課
題
を
政
策
に
練
り
上
げ
る
た
め
の

「
議
員
間
の
討
議
」
シ
ス
テ
ム
、
の
３
点
で
あ
る
。

更
に
こ
の
サ
イ
ク
ル
で
決
ま
っ
た
内
容
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
伝
え
、
住
民
と
議
論
す
る
「
議
会
報
告
」
を

行
っ
て
集
約
の
意
見
を
議
会
に
持
ち
帰
る
サ
イ
ク
ル
も

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
本
市
の
制
度
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
が
、

議
会
が
市
民
福
祉
の
増
進
を
目
指
し
て
存
在
す
る

機
関
で
あ
り
、
な
お
か
つ
執
行
機
関
と
は
別
に
選
挙
で

選
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
独
自
に
そ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
っ
て
市
民
意
見
を
把
握
し
、
そ
の
中
か
ら
政
策
を
見
つ
け
出

す
こ
と
は
本
来
求
め
ら
れ
る
機
能
で
あ
る
。

こ
う
し
た
機
能
を
稼
働
す
る
こ
と
な
く
、
執
行
機
関
か
ら
の
議
案
審
査
の
み
を
担
う
と
い
っ
た
「受
動
的
な
」
役
割
し
か
果
た

さ
な
い
と
し
た
ら
、
「
執
行
機
関
の
追
認
機
関
」
と
い
っ
た
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

会
津
若
松
議
会
を
通
し
て
見
え
て
く
る
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
住
民
と
共
に
能
動
的
に
、
住
民
福
祉
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
住
民
主
権
者
か
ら
期
待
さ
れ
る
議
会
の
本
来
の
姿
で
あ
り
、
議
員
の
真
の
姿
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



会
派
公
明
党
神
奈
川
県
・秋
田
県
・福
島
県
行
政
視
察
報
告

甲
府
市
議
会

＜
ま
と
め

＞
・
会
津
若
松
議
会
の
取
組
は
「
機
関
」
と
し
て
の
議
会
の
役
割
を
見
出
し
、
現
在
全
国
の
議
会
が
新
た
な
改

革
の
方
向
性
と
し
て
目
指
す
「
議
会
改
革
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
」
と
い
わ
れ
る
新
た
な
議
会
改
革
の
姿
へ
と

全
国
議
会
を
牽
引
し
て
い
る
。

・
市
民
意
見
の
聴
取
を
起
点
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
練
り
上
げ
た
政
策
を
議
会
全
体
で
討
議
す
る
。
こ
れ
を
議

会
全
体
の
意
思
と
し
て
、
１
期
4
年
間
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
回
し
て
実
現
を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

会
津
若
松
議
会
で
は
「
議
会
か
ら
の
政
策
サ
イ
ク
ル
」
を
使
っ
て
政
策
を
立
案
、
実
現
へ
と
推
進
が
さ
れ

て
い
る
。

・
会
津
若
松
議
会
を
通
し
て
見
え
て
く
る
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
住
民
と
共
に
能
動
的
に
、
住
民
福
祉
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
住
民
主
権
者
か
ら
期
待
さ
れ
る
議
会
の
本
来
の
姿
で
あ
り
、
議
員
の
真
の
姿
で
あ

る
も
の
と
し
て
い
る
。

合
議
体
議
会
と
し
て
、
政
策
で
の
執
行
部
と
の
機
関
競
争
で

増
進
す
る
住
民
福
祉
向
上
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
再
確
認
。

＜
視
察
を
終
え
て
の
所
感

＞

議
会
改
革
と
、
議
員
改
革
の
両
翼
で
俯
瞰
し
て
見
え
て
来
る
重
要
な
事
は
、
実
現
す
べ
き
住

民
福
祉
向
上
に
資
す
る
多
く
の
項
目
が
議
会
で
議
論
さ
れ
、
個
人
、
会
派
を
通
じ
、
競
い
合
う

よ
う
に
政
策
提
案
さ
れ
れ
ば
、
当
に
地
方
分
権
、
地
方
自
治
の
目
指
す
、
理
想
の
姿
と
で
き
る
。

Ja
m

es
 B

ry
ce
の
有
名
な
金
言
「デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
最
良
の
学
校
、
そ
し
て
そ
の
成
功
の
た
め

の
最
良
の
保
証
書
は
地
方
自
治
政
治
の
実
践
で
あ
る
。
」と
の
真
の
姿
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。


